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特集  綾市長就任から1年 坂出市政の通知表

春の叙勲・褒章と知事表彰

国民健康保険税の軽減制度について

住民基本台帳の閲覧状況を公表します

四国で初開催  日本陸上競技選手権大会
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5月8日 親子体力づくり（瀬戸大橋記念公園）5月8日 親子体力づくり（瀬戸大橋記念公園）



行財政改革に評価 市長のコメント

学校・住宅耐震化

観光による活性化
現在、観光案内お旅所の設置に向けて準備を行ってい

ます。今後、集客資源である文化・芸術・歴史の連携

を図り、観光による交流

人口の増加と元気なまち

づくりを目指します。

市長、副市長の給料・期末手当等の減額

乳幼児医療費助成の拡充

病児・病後児保育事業の開始

公用車にエコカーを導入…等々

高潮・雨水対策
道路、港湾、漁港の高潮対策や河川・治水堤防の

整備を前倒しで実施。また、防災意識高揚のた

め、職員の非常参集訓練や防災研修も実施してい

ます。さらに、本年度は新たに防災行政無線を導

入し、災害時の連絡の確保を図っていきます。

そのほかにも・・

今回は、市民 100人 のかたに
アンケートを実施邇
以下の項目について5点満点で
採点してもらい、坂出市政の通
知表を作ってみました。

アンケート詳細
実施期間 ： 3月～4月中旬
対　　象 ： 来庁者100人
（男性36人、女性64人）

今の坂出市は
みなさんにとって住みやすいまちですか？

園舎・校舎の耐震化予算を平

成21年度に大幅に前倒して

実施。また、平成22年4月か

らは、木造住宅耐震診断に補

助を開始しました。

　出前ミーティングなどの市長対話事業や

コンシェルジュサービス等の新たな取り組

みが評価され、「行財政改革」の項目に比

較的高い点数をいただきました。一方、点

数が低かったのが「まちづくり」。特に商

店街の元気のなさを指摘する声が多くあり

ました。

　また、今後力を入れてほしいこととして

は医療環境がトップで、今回基本構想・計

画が策定された市立病院の動向が市民の注

目を集めていることがうかがえます。

　これらのご意見を参考に、坂出に活気を

取り戻し、「生まれてよかった」「住んで

いてよかった」と実感できるまちづくりを

目指していきます。

　40年ぶりに、通知表という言葉を耳に
しました。
　市民のみなさまにアンケートをお願い
し、市政に点数をつけてもらいました。
私としては、結果がでるまでドキドキしま
したが、なんとか及第点かな！？と思いま
した。
　これからも元気いっぱい
頑張りますのでよろしくお
願いいたします。



年代別にみると、若年層・中年層では

学校教育や子育て支援に対する期待が

高く、高齢層では医療環境や市の活性

化に対する期待が高いという結果にな

りました。

アンケート結果より

がんばったこと
出前ミーティング・市長サロン
目安箱・コンシェルジュ（総合案内係）サービス

（この1年の取り組み）

いただいたご意見 力を入れてほしいこと

よいでしょう

行財政
改革

目安箱で意見を伝えられるのがいい
順位

＜上位５項目＞

項　目 割　合

1

2

3

4

4

医療環境

市の活性化

高齢者支援

学校教育

子育て支援

37 ％

36 ％

24 ％

22 ％

22 ％

職員の説明が的確でわかりやすい

20代女性

60代女性

子育て
支援

子どもの遊び場所がほしい

市民が増えるような支援を

30代女性

40代男性

市の
活性化 若い人が楽しめる店を増やしてほしい 20代女性

交通
機関

少人数用のバスがあると便利

歩行者のことも考えてほしい

60代男性

10代女性

安全 ・ 
防災

暗い道が多い

安全な避難場所の確保を

20代女性

60代男性

もっとがんばって邇

今後

H21.  7　出前ミーティング・市長サロン開始

H21.12　コンシェルジュサービス開始

H22.  1　目安箱設置

本年度は、事業再検討や機構改革にも取り組みます。

市立病院
有識者会議からの報告を受け、パブリックコメン

トを経て、このたび基本構想・計画を策定。

新病院は病床数200床程度で、個室割合を50％程

度に引き上げます。また、脳神経外科の新設や産

科の再開を目指します。建設場所は旧中央小学校

跡地で、工事は平成24年度からの予定です。

観光
市の活性化

観光
市の活性化

点3.42

点3.00 点2.45

点2.87

災害への備え
道路・街路灯
災害への備え
道路・街路灯

事業再検討
機構改革
職員意識

子育て支援
高齢者支援
医療環境
学校教育
交通機関

事業再検討
機構改革
職員意識

子育て支援
高齢者支援
医療環境
学校教育
交通機関

まちづくりまちづくり

安全・防災安全・防災行財政改革

くらし

行財政改革

くらし

通 知 表坂出市政の

綾市長就任から1年



春

の

叙

勲

旭
日
双
光
章

本
多
　
　
聰
　
氏

加茂町甲  73歳
保護司・元市議会議員

更生保護・
地方自治功労

春

の

褒

章

藍
綬
褒
章

竹
内
　
克
弘
　
氏

青葉町  76歳
民生・児童委員

社会福祉功績 瑞
宝
単
光
章

川
瀧
　
文
雄
　
氏

府中町  63歳
元法務事務官

矯正業務功労 瑞
宝
双
光
章

金
澤
　
耕
三
　
氏

林田町  62歳
元市消防監

消防功労

藤
本
　
明
夫
　
氏

駒止町二  64歳
元法務教官

矯正業務功労

旭
日
単
光
章

林
　
　
克
代
　
氏

川津町  72歳
元香川県美容業生活衛生
同業組合理事長　　　　

生活衛生功労

三
野
　
順
子
　
氏

高屋町  73歳
各種統計調査員

統計調査功労

藤
川
　
佳
弘
　
氏

江尻町  65歳
元日本郵政公社職員

郵政業務功労

瑞
宝
単
光
章

小
濱
　
良
一
　
氏

寿町三  82歳
元民生・児童委員

社会福祉功労

知

事

表

彰

尾
崎
　
道
廣
　
氏

富士見町一  64歳
香川県議会議員

県政功労

楠
井
　
芳
則
　
氏

加茂町  67歳
香川県縫製品工業協同組合
理事長　　　　　　　　　

中小企業振興功労

辻
　
ま
ち
子
　
氏

加茂町  59歳
元市立病院総看護師長

保健衛生功労

山
西
　
清
髙
　
氏

加茂町甲  82歳
元市消防団副団長

消防功労

森
﨑
　
敏
彦
　
氏

旭町一  62歳
香川県管工事業協会副会長

建設功労

第
14
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
本
市
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
尽
く
さ
れ

た
次
の
か
た
が
た
が
晴
れ
の
栄
誉
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
（
50
音
順
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
・
褒
章
と
知
事
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
・
褒
章
と
知
事
表
彰

春の叙勲・褒章と知事表彰



　
親
水
空
間
「
か
わ
つ
花
菖
蒲
園
」
。
90

種
10
万
本
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
み
な
さ
ま

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
５
月
30
日
豸
〜
６
月
12
日
貍

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場
　
か
わ
つ
花
菖
蒲
園

　
　
　
（
川
津
浄
水
場
）

●
か
わ
つ
花
菖
蒲
祭

日
時
　
６
月
６
日
豸

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

内
容
　
公
民
館
活
動
芸
能
発
表
、
カ
ラ
オ

　
　
　
ケ
大
会
等

主
催
　
か
わ
つ
花
菖
蒲
祭
実
行
委
員
会

■
詳
し
く
は
、
市
川
津
出
張
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
46
・
２
５
５
３
）
へ

　
上
水
道
は
安
全
で
良
質
な
水
を
安
定
供

給
す
る
こ
と
で
、
文
化
的
な
市
民
生
活
や

産
業
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
毎
年
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
を
水
道

週
間
と
定
め
、
水
道
に
つ
い
て
の
理
解
と

関
心
を
高
め
る
た
め
に
全
国
で
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
市
で
は
、

次
の
行
事
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
１
日
貂
〜
７
日
豺

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
水
道
よ
ろ
ず
相
談

会
場
　
市
水
道
局
玄
関
ホ
ー
ル

内
容

・
蛇
口
な
ど
水
道
器
具
の
展
示
と
即
売

　
（
即
売
品
の
取
り
替
え
費
用
は
無
料
）

・
パ
ッ
キ
ン
の
無
料
配
布
と
取
り
替
え
方

　
法
の
説
明

　※

相
談
所
開
設
期
間
中
、
ご
家
庭
の
パ

　
ッ
キ
ン
を
無
料
で
取
り
替
え
ま
す
。
希

　
望
さ
れ
る
か
た
は
、
市
水
道
局
に
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
市
内
小
学
生
（
５
・
６
年
生
）
に
よ
る

　
水
道
に
つ
い
て
の
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品

　
展
示

●
鴨
川
浄
水
場
施
設
見
学

会
場
　
鴨
川
浄
水
場

西
部
校
区

中
央
校
区

東
部
校
区

金
山
校
区

西
庄
校
区

林
田
校
区

加
茂
校
区

府
中
校
区

川
津
校
区

松
山
校
区

王
越
校
区

与
島
校
区

長
尾
　
訓
男 

香
西
　
　
浩

石
井
二
三
男

山
下
　
恭
生

増
野
　
賀
則

玉
井
　
静
二

田
井
　
　
堅

荒
井
　
安
孝

小
林
　
保
洋

松
井
信
由
規

山
本
　
利
之

新
宅
　
初
美

米
澤
　
静
美

西
谷
　
芳
子

袴
田
波
留
美

三
谷
　
清
子

中
村
　
広
子

武
川
さ
ゆ
り

小
田
　
朱
美

末
包
　
悦
子

松
本
　
法
子

竹
林
　
栄
子

野
田
　
福
美

市
川
　
美
子

四
元
　
芹
香

築
地
　
奈
生

木
子
慎
太
郎

佐
藤
　
菖
花

谷
　
　
咲
乃

北
山
　
大
介

山
科
　
理
奈

上
野
　
颯
真

木
下
　
賢
治

木
渡
路
健
希

多
田
羅
早
樹

山
本
　
樹
奈

寺
嶋
さ
や
か

松
岡
　
未
祥

西
井
日
向
子

眞
子
　
　
拡

平
田
　
隼
人

綾
野
　
克
仁

平
成
22
年
度
水
道
モ
ニ
タ
ー

か
わ
つ
花
菖
蒲
園
の
一
般
開
放

坂

出

小

東

部

小

金

山

小

西

庄

小

林

田

小

加

茂

小

府

中

小

川

津

小

松

山

小

王

越

小

水
道
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
（
５
・
６
年
生
）

敬
称
略

坂出市は、非核平和都市宣言をしています
　世界の恒久平和を実現することは、人類共通の願いである。わが国は、世界唯一の核被爆国として、広
島・長崎の惨禍を人類の上に決して繰り返させてはならない重要な責任を持つものである。日本国憲法の
精神に基づくわが国の平和と安全こそが、地方自治の根本的条件である。
　よって、平和を愛し、人類の共存を願う立場から、あらゆる国のあらゆる核兵器の廃絶と憲法にうたわ
れている平和的生存権の確立のため、次の事項を市是とし、ここに非核平和都市宣言を行うものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和59年9月22日坂出市非核平和都市宣言決議）

　一　坂出市は、あらゆる国のあらゆる核兵器の廃絶を全世界に強く訴える。
　一　坂出市は、『核兵器つくらず、持たず、持ち込ませず』の非核三原則を将来とも堅持する。
　一　坂出市は、将来にわたって戦争の悲惨さを伝え、平和を守る行政を行う。

６
月
１
日
貂
〜
７
日
豺

第
52
回
水
道
週
間

行
事
日
程

■
詳
し
く
は
、
市
水
道
局

　
　
　
　
　
（
☎
46
・
４
５
９
６
）
へ

お知らせ



　
平
成
22
年
度
か
ら
、
リ
ス
ト
ラ
や
倒
産

な
ど
に
よ
り
や
む
を
得
ず
離
職
さ
れ
た
か

た
（
非
自
発
的
失
業
者
）
に
対
し
て
、
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
お
よ
び
高
額
療
養

費
の
自
己
負
担
限
度
額
の
軽
減
措
置
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
（
申
請
が
必
要
で
す
。
）

軽
減
内
容

　
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
お
よ
び
高
額

療
養
費
の
自
己
負
担
額
の
基
準
算
定
に
お

い
て
、
非
自
発
的
失
業
者
の
か
た
の
給
与

所
得
を
30
％
で
計
算
し
ま
す
。ま
た
、新
基

準
に
よ
る
判
定
で
高
額
療
養
費
低
所
得
者

区
分
が
適
用
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

　
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職
さ
れ

た
65
歳
未
満
（
離
職
時
点
の
年
齢
）
の
か

た
で
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理

由
コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、
22
、
23
、

31
、
32
、
33
、
34
の
か
た
。

軽
減
期
間

　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
翌
年

度
末
ま
で
。
高
額
療
養
費
は
離
職
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
か
ら
翌
々
年
度
の
７
月
ま

で
。
（
平
成
22
年
か
ら
適
用
）

申
請
方
法

　
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

で
交
付
さ
れ
た
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

と
印
鑑
、
国
民
健
康
保
険
証
を
ご
持
参
の

上
、
市
税
務
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、
市
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
44
・
５
０
０
４
　
内
線
１
２
６
）
へ

　
坂
出
市
で
は
、
港
湾
活
動
の
変
化
に
伴

い
、
土
地
利
用
計
画
を
変
更
す
る
必
要
が

生
じ
た
た
め
、
左
記
の
見
直
し
に
つ
い
て

の
案
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。 

見
直
し
の
対
象
地
域 

　
坂
出
港
臨
海
部 

見
直
し
の
対
象
と
な
る
案 

　
臨
港
地
区
の
変
更 

案
の
縦
覧 

　
期
間
　
６
月
１
日
貂
〜
15
日
貂 

　
場
所
　
市
都
市
計
画
課
、県
都
市
計
画
課 

■
詳
し
く
は
、
市
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
（
☎
44
・
５
０
１
７
）
へ

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　
　
軽
減
制
度
に
つ
い
て

都
市
計
画
の
変
更
に
伴
う
案
の
縦
覧

　
坂
出
商
工
会
議
所
、
坂
出
市
観
光
協
会

で
は
、
坂
出
市
の
親
善
大
使
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
け
る
「
ミ
ス
さ
か
い
で
」
を

３
人
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
笑
顔

で
坂
出
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

応
募
資
格

　
坂
出
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
18
歳
以
上
の
未
婚
女
性
（
高
校
生
を
除

く
）
。
平
成
22
年
８
月
か
ら
平
成
24
年
７

月
ま
で
市
・
県
な
ど
の
公
的
行
事
に
参
加

で
き
る
か
た
。

応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

全
身
写
真
を
添
え
て
、
坂
出
商
工
会
議
所

へ
。
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
締
切

　
６
月
30
日
貉
当
日
消
印
有
効

選
考
方
法

　
第
１
次
審
査
　
書
類
審
査

　
第
２
次
審
査
　
面
接
審
査

　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
11
日
豸
予
定
）

賞
お
よ
び
恩
典

　
賞
状
、
賞
金
20
万
円
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
等

推
薦
者
の
特
典

　
ミ
ス
さ
か
い
で
に
選
ば
れ
た
か
た
を
推

薦
さ
れ
た
か
た
に
は
、
推
薦
者
賞
と
し
て

賞
金
１
万
円
を
贈
呈

■
詳
し
く
は
、

　
坂
出
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局

　
　
　
　
　
（
☎
46
・
２
７
０
１
）
へ

　
〒
７
６
２-

８
５
０
８
坂
出
市
京
町
３-

３-

８

第
15
回
ミ
ス
さ
か
い
で
募
集
中

●
瀬
戸
大
橋
パ
レ
ー
ド
参
加
団
体
募
集

　
坂
出
駅
前
通
り
を
舞
台
に
ま
つ
り
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
パ
レ
ー
ド
。
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
け
る
団
体
募
集
！

　
日
時
　
８
月
７
日
貍
午
後
４
時
�

　
会
場
　
駅
前
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
広
場
他

　
締
切
　
６
月
18
日
貊

●
お
ど
り
（
自
由
連
）
チ
ー
ム
募
集

　
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
節
調
の
音
楽
で
踊
っ

　
て
い
た
だ
け
る
団
体（
10
人
以
上
）募
集
！

　
日
時
　
８
月
７
日
貍
午
後
５
時
30
分
�

　
会
場
　
駅
前
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
広
場

　
締
切
　
先
着
10
チ
ー
ム
程
度

●
総
お
ど
り
参
加
団
体
募
集

　
坂
出
小
唄
の
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
踊
っ
て

い
た
だ
け
る
団
体
（
30
人
以
上
）
募
集
！

　
日
時
　
８
月
７
日
貍
午
後
６
時
30
分
�

　
会
場
　
官
庁
通
り
（
市
役
所
前
）

　
締
切
　
６
月
18
日
貊

　※

踊
り
の
講
習
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く

　
　
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、
市
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
（
☎
44
・
５
０
１
５
）
へ

第
45
回
さ
か
い
で
大
橋
ま
つ
り

　
国
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

の
公
布
・
施
行
日
に
ち
な
み
、
６
月
23
日

か
ら
29
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
男
女
共
同

参
画
週
間
」
と
定
め
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
た
各
種
行
事
等
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
本
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
委
員
会
を

設
置
し
、
今
年
度
は
「
坂
出
市
男
女
共
同

参
画
計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
市
企
画
課

　
　
　
　
　
（
☎
44
・
５
０
０
１
）
へ

男
女
共
同
参
画
週
間

〜
非
自
発
的
失
業
者
〜

　
　
　
　
　
６
月
23
日
貉
〜
29
日
貂

 「
話
そ
う
、
働
こ
う
、

　
　
　
育
て
よ
う
。
い
っ
し
ょ
に
。」

お知らせ



　
子
ど
も
手
当
制
度
と
は
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
育
ち
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
た

め
、
15
歳
到
達
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
子
ど
も
（
中
学
校
修
了

前
）
を
養
育
し
て
い
る
か
た
に
手
当
が
支

給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い
る
か
た

は
、
６
月
中
に
「
現
況
届
」
の
提
出
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
出
は
、

受
給
要
件
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
「
現
況
届
」
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
６
月
以
降
の
手
当
を
受
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
が
必
要
な
か
た
に
は
６
月
上
旬

に
「
現
況
届
」
等
の
文
書
を
送
付
し
ま

す
。
同
封
の
お
知
ら
せ
に
従
っ
て
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
該
当
す
る
見

込
み
の
か
た
で
６
月
15
日
貂
を
過
ぎ
て
も

用
紙
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

提
出
先

　
市
社
会
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

提
出
期
限
　
６
月
18
日
貊

　
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
か
た
で
、
受

給
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
お
問
い
合
わ

せ
の
上
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

今
年
度
４
月
、
５
月
に
新
た
に
認
定
の

　
請
求
を
行
っ
た
か
た
（
子
ど
も
と
別
居

　
し
て
い
る
場
合
は
除
く
）
に
つ
い
て
は

　
現
況
届
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
詳
し
く
は
、
市
社
会
福
祉
課
児
童
母
子

　
福
祉
係
（
☎
44
・
５
０
０
７
）
へ

子
ど
も
手
当
の
現
況
届
に
つ
い
て

　
「
い
じ
め
」
や
体
罰
、
不
登
校
や
親
に

よ
る
虐
待
と
い
っ
た
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る

人
権
問
題
は
周
囲
の
目
に
つ
き
に
く
い
と

こ
ろ
で
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
被
害
者

で
あ
る
子
ど
も
自
身
も
そ
の
被
害
を
外
部

に
訴
え
ら
れ
ず
、
身
近
に
適
切
に
相
談
で

き
る
大
人
が
い
な
い
場
合
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
は
、
こ

の
よ
う
な
子
ど
も
の
発
す
る
信
号
を
い
ち

早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
そ
の
解
決
に
導
く
た

め
の
相
談
を
受
け
付
け
る
専
用
電
話
相
談

窓
口
で
す
。
相
談
・
電
話
料
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

期
間
　
６
月
28
日
豺
〜
７
月
４
日
豸

時
間
　
平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
　
　
土
・
日
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

電
話
　
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

　
（
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
無
料
）

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員
（
子
ど
も
人
権

　
委
員
）
お
よ
び
法
務
局
職
員

　
右
記
期
間
中
以
外
で
も
、
電
話
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
専
用
電
話
相
談
（
常
設
）

　
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
（
蕁
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０
）

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
（
蕁
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０
）

■
詳
し
く
は
、

　
　
市
人
権
課
（
蕁
44
・
５
０
０
８
）
へ

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　
　
　
　
強
化
週
間
　
無
料
電
話
相
談

　家計にも医療保険にもやさしい ジェネリック医薬品（後発医薬品）をご利用になりませんか？
　ジェネリック医薬品とは、先発医薬品と同じ効き目で安価なお薬です。
　すべてのお薬にジェネリック医薬品があるわけではありませんが、今使っているお薬をジェネリ
ック医薬品に変えることができれば、薬局の窓口で支払っている金額や、医療保険が負担している
医療費が安くなる場合がありますので、薬局等で相談してください。

　現在、休日や夜間に、軽症の患者さんの救急医療への受診が増え、緊急性の高い重症の患者さん
の治療に支障をきたしています。必要なかたが安心して医療を受けられるように、医療機関を受診
する際は、次のことに留意しましょう。
・休日や夜間に救急病院を受診しようとする際には、平日の時間内に受診することができないか、
　もう一度考えてみましょう。
・かかりつけの医師を持ち、気になることがあったら、まずは相談しましょう。

　生活習慣病などの早期発見・予防のため、健康診査を受診してください。
　国民健康保険および後期高齢者医療制度に加入されているかたの健康診査は7月から始まります。
6月下旬に受診券を送付しますので、お近くの病院で健康診査を受けて心身の状態をチェックしてく
ださい。なお、職場の健康保険等に加入しているかたは、上記と健康診査の時期、健診機関等が異
なりますので、加入している健康保険にお問い合わせください。

■詳しくは、市保健課（蕁44・5006）へ

●ジェネリック医薬品を活用しましょう！

●救急病院への受診について

●健康診査を受けましょう！

上手な医療の使い方！上手な医療の使い方！

お知らせ



平
成
22
年
度

　
労
働
保
険
年
度
更
新
に
つ
い
て

　
本
年
10
月
１

日
を
調
査
日
と

し
て
、
全
国
一

斉
に
国
勢
調
査

が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　
そ
こ
で
市
で

は
、
調
査
に
従
事
す
る
調
査
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
20
歳
以
上
の
か
た
で
、
統
計

調
査
に
熱
意
の
あ
る
か
た
の
ご
連
絡
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
か
た
に
は
、
申
込
用
紙
を
送

付
し
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
市
企
画
課
統
計
係

　
　
　
　
　
（
☎
44
・
５
０
０
１
）
へ

　
住
民
基
本
台
帳
法
第
11
条
第
３
項
お
よ
び
第
11
条
の
２
第
12
項
な
ら
び
に
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
お
よ
び
住
民

票
の
写
し
等
の
交
付
に
関
す
る
省
令
第
３
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
の
住
民
基

本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況
を
公
表
し
ま
す

国
勢
調
査
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

閲覧日 対象住民利　用　目　的委　託　者閲　覧　者

譁サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤士朗    

譖中央調査社
会長　中田正博

譖中央調査社
会長　中田正博

譖新情報センター
事務局長　平谷伸次

譖中央調査社
会長　中田正博

譖中央調査社
会長　中田正博

譖中央調査社
会長　中田正博

譖中央調査社
会長　中田正博

譁ＲＪＣリサーチ
調査業務本部長　久野和英

香川県

譁システムデザイン
代表取締役　田中　勤

自衛隊香川地方協力本部

譖中央調査社
会長　中田正博

譖中央調査社
会長　中田正博

譖中央調査社
会長　中田正博

国土交通省
観光庁

譛新聞通信調査会

譖日本新聞協会

内閣府大臣官房
政府広報室

国立大学法人
鳥取大学

内閣府大臣官房
政府広報室

国土交通省
土地・水資源局土地市場課

内閣府大臣官房
政府広報室

内閣府経済社会総合研
究所

　　　　―

香川県

　　　　―

視聴者視点によるＮＨ
Ｋ評価委員会

譛生命保険文化センター
    

譛日本宝くじ協会

21.  6.25

21.  6.26

21.  8.13

21.  9.  4

21.  9.15

21.10.14

21.11.11

21.12.  9

21.12.15

21.12.21

22.  1.19

22.  1.20

22.  1.27

22.  2.10

22.  3.  9

1町
80件

1町
18件

1町
18件

1町
16件

1町
19件

1町
16件

1町
18件

1町
27件

１町
20件

全市
150件

4町
9件

全市  792件

1町
14件

1町
30件

1町
19件

旅行・観光消費動向調査

第2回メディアに関する
全国世論調査

メディアの接触と評価
に関する調査

体力・スポーツに関する
世論調査

成人の喫煙に関する全
国調査

文化に関する世論調査

不動産の取引価格情報の提
供に関する国民の意識調査

社会意識に関する世論
調査

家族関係，就労，退職金及び教育・
資産の世代間移転に関する調査

香川県民食習慣・生活
習慣実態調査

青年の意識調査

自衛官募集に伴う広報

放送についての意識調査

平成22年度生活保障に
関する調査

宝くじに関する世論調査

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
お
よ
び
雇
用
保

険
）
の
保
険
料
お
よ
び
石
綿
健
康
被
害
救

済
の
た
め
の
一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付

を
行
う
年
度
更
新
期
間
は
、
６
月
１
日
貂

〜
７
月
12
日
豺
で
す
。
電
子
申
請
も
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
香
川
労
働
局（
☎
０
８
７
・

　
８
１
１
・
８
９
１
７
）
ま
た
は
最
寄
り

　
の
労
働
基
準
監
督
署
へ

〜
事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ
〜

国
勢
調
査

20102010

お知らせ



リストバンド反射材を配布しています

一流選手の競技を見よう
　 四国で初開催　日本陸上競技選手権大会

さかさん

ぜいむ君

さかさん

ぜいむ君

市から市県民税の通知が届きましたよ。

『普通徴収』『年金特別徴収』と、書いてあるのは何のこ

とですか？

市県民税の納付方法のことです。納付書で納めることを普

通徴収といい、年金天引きによる納付を年金特別徴収といいます。

介護保険料や後期高齢者医療保険料の上に、市県民税まで年金から引かれるんですか？

年金の収入にかかる市県民税は、年金から天引きすることになっているんです。坂出市は

平成23年度から始めます。

　市内における交通事故により、1月から2月末までの短期間で高齢者のかた3人が亡くなられ、昨年1
年間における市内の交通事故死亡者数と同数となりました。
　市では、交通事故防止キャンペーン等を行っておりますが、市民のみなさまと協力して交通事故を
防止することが重要と考えております。
　特に夜間における歩行者の交通事故を防止するために、明るい服装、反射材着用運動を推進してお
り、坂出警察署の協力も得て、散歩等をされているかたに対して、反
射材着用の指導および反射材の配布をしております。
　反射材は、各種団体の会合等でも配布しておりますが、必要なかた
にはお渡ししています。
　配 布 物　リストバンド反射材（数に限りがありますので、早めに申し出てください。）
　配布場所　本庁舎1階各課受付窓口および市環境交通課
■詳しくは、市環境交通課（☎44・5009）へ

リストバンド反射材を配布しています

一流選手の競技を見よう
　 四国で初開催　日本陸上競技選手権大会

リストバンド反射材を配布しています

一流選手の競技を見よう
　 四国で初開催　日本陸上競技選手権大会

　第94回日本陸上競技選手権大会が、丸亀市の県立丸亀競技場で開催されま
す。日本陸上界最高峰の大会で、男子18種目、女子18種目を行い、今年の国
内トップ選手を決定します。今年は、11月に中国広州で開催される第16回ア
ジア大会の代表選手選考会を兼ねています。
　1世紀近い歴史のある日本選手権は、平成13年まで東京を中心に開催され
ていましたが、平成14年から地方都市で開催されるようになりました。四国
では初めての開催で、一流選手の競技を地元で見られるチャンスです。

ハンマー投げの室伏広治選手（アテネ五輪金メダル、北京五輪銅メダル）、やり投げの村上幸史選
手（ベルリン世界陸上銅メダル）、短距離の塚原直貴選手、高平慎士選手（ともに北京五輪400メー
トルリレー銅メダル）、棒高跳びの澤野大地選手、長距離の福士加代子選手等

※駐車場には限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。ＪＲ丸亀駅～県立丸亀競技場間は、シャトルバス（無料）を運行しています。

■詳しくは、県教育委員会保健体育課（☎087・832・3766）へ

チケット（当日丸亀競技場で販売）

出場予定の注目選手

日時　6月4日（金）～6日（日）　　会場　県立丸亀競技場

お知らせ

Ｓ席

Ｆ席

：一般1,500円、中高生800円、65歳以上1,000円、小学生以下無料

：一般1,000円、中高生500円、65歳以上   500円、小学生以下無料
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　昨年の4月にできたばかりの東部中学校剣道部
は、2年生6人、1年生3人、計9人で稽古に励んで
います。今年の4月から1年生も加わって、学校の
若葉道場での稽古や、月2回の坂出市民武道場での
合同稽古会のほかに、坂出市剣道連盟少年部の稽古
にも自主的に参加し、剣道の技を磨いています。顧
問の先生や剣道連盟の先生方のご指導により、先日
の昇級審査では全員が1級に合格することができま
した。
　これからも稽古に励み、昇段審査や夏の大会を目
標に頑張っていきたいと思います。

東部中学校　剣道部

部長　2年　　　  大樹

　オカリナは土からうまれた楽器です。手の平に乗
るぐらいのかわいらしい形、素朴で優しい音色。そ
んなオカリナの魅力に魅せられた私たちは偶然出会
い、今では月2回、入江先生の下、オカリナを通じ
て楽しい時間を共に過ごしています。
　練習はもちろん、いろいろな福祉施設やイベント
に出向き演奏することもしばしば。最近では、歌あ
り、踊りあり、小芝居ありと個々の特技を生かし愉
快なグループになりつつあります。けれど、やはり
1番はオカリナ！素敵な演奏を目指してゆっくり
ゆっくり頑張っています。

オカリナ・グループ　ふるさと～with you

代表　好井  意紅子

学園広場

結婚後50年を振り返って
　福江町で生まれ、石灰会社に就職。共通の友
人を通じて知り合った妻と23歳のときに結婚し
ました。
　　林田町で生まれ、主人と出会ったときは、
学校を卒業して家事手伝いをしていました。あ
の頃は今のように交通機関が発達していなかっ
たので、夫の住む福江まで40～50分かけて歩い
ていったものです。
　石灰会社を退職後、紡績会社に勤め、工場の
給食を担当していました。会社勤めをしていた
ときにはまったのがカラオケとゴルフ。カラオ
ケ機器を購入して家にカラオケルームを作り、

馨

敏子

馨

趣味・楽しみ
　2人とも旅行が好きで、退職後はよく旅行し
ました。京都や九州などいろいろなところへ行
きましたが、中でも城崎温泉の風景が一番心に
残っています。最近も孫たちと一緒に沖縄に行
きましたよ。
　　ひ孫をうちで預かって面倒を見ることがよ
くあります。やんちゃざかりの小学生でいたず
らもしますが、やっぱりかわいいですね。

馨

敏子

仕事を終えた後、会社の同僚たちとよくカラオ
ケをして楽しみました。またゴルフも大好きで、
週末はほとんどゴルフをしていたような…。今
でも毎日打ちっぱなしに通っていますよ。

健康の秘訣
　継続して運動することです。私の場合は、毎
日朝と夕方に歩くようにしています。多い時は
1日に2万歩歩くことも。携帯電話の万歩計機能
で歩数を計ってノートに記録しています。
　　家の中にこもっていてはいけないと、夫に
クルマを運転してもらって毎日買い物に出かけ
ます。高松の服屋さんでは顔なじみの店員さん
ができて、服を選んでもらっています。

馨

敏子

87
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未来の巨匠へ未来の巨匠へ未来の巨匠へ

花と緑のまちへ花と緑のまちへ花と緑のまちへ瀬戸大橋展望茶会瀬戸大橋展望茶会瀬戸大橋展望茶会
　4月29日、瀬戸大橋展望茶会が裏千家淡交会坂出分会
の協力により、瀬戸大橋記念公園内の刻月亭で開催さ
れました。今年で20回目を迎える茶会には、多くのか
たが訪れ、瀬戸大橋と調和した同公園の景観美とお抹
茶を楽しみました。

　4月24日、さかいでArtグランプリ2010の授賞式が、市民美術館で行われました。今年の応募総数は393点で過去
最高。グランプリに輝いたのは、石田元さん（大阪府：写真左）の「BADLANDS」で、染色した布を貼り断面を見
せたコラージュ。優秀賞は、阿野義久さん（愛知県：写真右上）の「TANKS」、中村昌子さん（兵庫県：写真右
下）の「Presents-a」の2点。同展は、若手作家の登竜門となっており、入賞および入選作品135点が会期中展示さ
れました。

　4月23日、緑のフェスティバルがJR坂出駅前市民広
場で開催されました。まちの緑化を願って苗木11種類
1,000本が無料配布され、緑化募金にも多くの市民らが
参加しました。フェスティバルではこのほか、緑化樹
の展示即売やうどん接待等が行われました。



親子体力づくり親子体力づくり親子体力づくり

児童図書の寄贈児童図書の寄贈児童図書の寄贈清掃奉仕活動清掃奉仕活動清掃奉仕活動
　5月2日、少林寺拳法五達磨会（福島達郎会長）が、
JR坂出駅南口周辺の清掃奉仕活動を行いました。少年
拳士達は道衣を着て元気に動き、保護者のかたと協力
して、清掃奉仕活動に汗を流しました。ごみや雑草が
取り除かれた後には、ガーベラ100本が植えられまし
た。この活動は、青少年健全育成活動の一環として毎
年行われています。ありがとうございました。

　4月30日、ライオンズクラブ6団体（坂出LC、丸亀
LC、坂出白峰LC、綾歌郡LC、丸亀京極LC、うたづ
LC）より、市へ児童図書（120万円相当）の寄贈があ
りました。同クラブは、青少年の健全育成活動を地域
のかたと協力して行っており、図書の寄贈は共同アク
ティビティ事業の一環。寄贈された図書は、市内市立
小学校13校に配布し、学校図書として活用します。

　5月8日、親子体力づくりが坂出市保育所ブロック会
主催により、瀬戸大橋記念公園で開催されました。芝
生広場には、年少向けのトンネルくぐりや大玉ころが
し、年長向けに長縄跳びやくつ飛ばし等のコーナーが
設けられ、子どもたちは次々と挑戦！参加した約1,400
人は、体力づくりと親子の触れ合いを深める1日となり
ました。



【60歳からの任意加入】
　老齢基礎年金は、満額792,100円（平成22年度
の年額）です。満額を受給するためには、20歳か
ら60歳まで40年間保険料を納付しなければなりま
せん。納め忘れなどにより納付期間が40年間に満
たない場合は、60歳から65歳になるまでの間に国
民年金に任意加入して満額の年金に近づけること
ができます。ただし、老齢基礎年金を繰り上げて
受給されているかたは、任意加入することができ
ません。
　なお、老齢基礎年金を受給するためには、受給
資格期間として25年以上必要ですが、これを満た
していない場合は70歳まで任意加入できます。た
だし、昭和40年4月1日以前に生まれたかたに限ら

あなたも年金を増や
しませんか？

　2月28日の津波は、与島港では午後7時43分に第
1波10㎝が、午後10時39分に最大波20㎝が観測さ
れ、瀬戸内海でも津波被害の可能性があること
を、改めて実感したのではないでしょうか。
　今回、津波警報の大津波（3ｍ以上）や津波（1
～3ｍ未満）が発表された地域では、避難指示や
避難勧告が発令されていましたが、避難率の低さ
が指摘されています。ただし、この避難率は避難
所に避難した人しか数えておらず、頑丈な建物の
高層階や、ニュース映像にも出ていた高台のオー
プンスペース等に避難したかたは含まれていない
数字なので、実際の避難率はもう少し高かったも
のと思われます。
　一方、今回の津波では、第1波より第2波、第3

波とだんだん高くなったにもかかわらず、第1波
到達時の津波の高さを聞いて避難所から多くのか
たが家に帰ったそうです。
　南海地震発生時に津波警報が発表された場合
は、本市でも、高台や頑丈な建物の高層階に避難
するよう呼びかけますので、「遠くへ避難」では
なく、「高いところへ避難」を心掛けてくださ
い。
　また、津波は長時間にわたり何度も襲ってきま
す。いつ一番高くなるかは不明で、予想より高く
なる場所もありますので、避難勧告等が解除され
るまでは、避難および警戒を継続するようお願い
します。

津波からの避難滷

今月も簡単便利なひとことです。

　席が空いているかどうかたずねられたとき、すでにその席は誰かのもので、空席ではない、
といいたいときに使います。トイレの「使用中」の表示も occupied ですね。ちなみに空室は
vacant（ヴェイカント）です。

It’s occupied.「使ってます。」

れます。
　また、年金受給権を確保するためには、保険料
を確実に納付する必要があり、保険料の納め忘れ
を防止する観点から、原則口座振替により納付す
るものとされています。
　任意加入されるかたは、年金手帳、印鑑等をご
持参の上、高松西年金事務所または市市民課年金
係までお申し込みください。（添付書類が必要な
場合もあります。）

問合先
　高松西年金事務所国民年金課（☎087・822・2841）
　市市民課年金係（☎44・5005　内線155・156）

知っ得情報



■健康教室

10日貅14：00～15：30 医師　武部　裕光 市民ふれあい会館 市保健課
44・5006

市高齢介護課
44・5090

市民ふれあい会館 市地域包括
支援センター
44・5091

17日貅14：00～15：30 医師　前田　直俊

17日貅  9：30～11：00

と　　き 内　　容 講　　師 ところ 問合先

11日貊14：00～15：30
運動指導士  渡里  美佳 市民武道場

市立病院
2Ｆ講堂

市立病院
46・5131

看護師　吉岡　真砂子
9日貉  9：30～11：00
22日貂14：00～15：30
9日貉  9：45～11：00

24日貅14：00～15：30
8日貂14：00～15：00
9日貉14：00～15：00
23日貉14：00～15：00

22日貂13：45～15：00

講話　口から全身へ、
　　　　　旅する病気「歯周病」

講話　いきいきと元気に
　　　～はつらつ人生の送り方～

実技　健康は元気な足から～足裏マッサージ～
家族介護教室　介護の心構え

実技  足を鍛えて転倒予防（足底圧分布測定）

実技  脳と体によい教室

運動指導士  尾島 文子

運動指導士  森 明美

講話  ヨーガでいきいきライフ
講話　今日の大腸ポリープのおはなし
糖尿病教室「口の中の健康」
講話　感染性胃腸炎について

ヨーガ講師　今村　和子 
消化器内科医長　室田　將之
糖尿病内科部長  大工原 裕之
臨床検査科技師　瀬戸理恵子

内　　容

と　　き ところ

と　　き 対　　象
3～4ヵ月児健康診査
1歳6ヵ月児健康診査

9:00 ～ 11:00
13:00 ～ 15:006日  豸

2歳児相談
3歳児健康診査

ことばの相談（要予約）
離乳食講習
子育てサークル

かもめ教室（要予約）

1日貂13：15～14：45
17日貅13：15～14：45
10日貅  9：30～11：00
24日貅13：15～14：45

10日貅13：30～15：30
4日貊10：00～11：30
15日貂13：30～15：00

15日貂  9：30～11：30

平成22年2月生まれ
平成20年12月生まれ
平成20年6月生まれ
平成18年11月生まれ

言葉の遅れや発音が気になるかた
生後3～４カ月

宇多津クリニック
宇多津町（☎56・7777）

※当番医院のお知らせは（☎45・0199）（自動音声案内が流れます）
　診療時間9：00～18：00

  6豸
三木内科胃腸科医院
宮下町（☎46・3658）

永井整形外科医院
川津町（☎45・1177）

回生病院
室町三（☎46・1011）13豸

回生病院
室町三（☎46・1011）

坂出市立病院
文京町一（☎46・5131）20豸

坂出市立病院
文京町一（☎46・5131）

聖マルチン病院
谷町一（☎46・5195）27豸

聖マルチン病院
谷町一（☎46・5195）

生後3カ月～1歳

子育てに不安のあるかたのサークル
パパママ学級（要予約） 16日貉13：30～15：30 妊婦さんと家族

■母子保健行事  ところ  地域保健センター  ☎45・7437

■献血

日時　6月28日豺10:00～11:00
場所　地域保健センター
人数　先着10人（予約は電話で受け付けます。）
対象　1歳までのお子さん

川津浄水場正門前

と　　き ところ
8:30 ～ 17:00月～金曜日

■健康相談

市保健課

と　　き ところ
  9:00 ～ 12:0014日  豺

■栄養相談（要予約）

■ベビーマッサージ

　日本脳炎ワクチンについては、これまで接種の積極的な勧奨を行っていませんでしたが、本年4月の厚生労働
省通知により積極的な勧奨を行うこととされました。平成22年度については、第1期の接種のうち3歳の初回接種
について積極的勧奨を行うことになりました。
対象　平成19年4月2日～平成20年4月1日生まれ（3歳に到達した翌月に通知します。）
　※平成19年4月1日以前生まれで7歳6カ月未満のお子さまについては、本年度の積極的勧奨の対象となっていま
　　せんが、保護者が希望する場合はワクチン接種ができます。（市保健課7番窓口へ「母子健康手帳」を持参
　　の上、申し込みをしてください。）
　※9歳以上13歳未満のお子さまが対象の「第2期」の接種は、現在受けられません。

■日本脳炎の予防接種について

地域保健センター

問合先　市保健課（☎44・5006）
※65 歳未満のかたが対象です。
　65 歳以上のかたは、市地域包括支援センター
　（☎44・5091）へご相談ください。

■休日当番院
日 内科および小児科 外　　科

こども相談（要予約） 18日貊13：30～15：30 子育てに不安のあるかた

保健・医療情報



番
の
州
プ
ー
ル
開
場
準
備

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
員
募
集

日
時
　
６
月
26
日
貍
・
27
日
豸

　
　
　※

雨
天
中
止

内
容
　
プ
ー
ル
場
内
の
除
草
・
清
掃
作
業

受
付
期
間
　
６
月
１
日
貂
〜
15
日
貂

問
合
先
　
市
体
育
課（
蕁
44
・
５
０
２
５
）

坂
出
ウ
ッ
ド
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
　  

吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
０

日
時
　
７
月
４
日
豸 

午
後
１
時
30
分
〜

会
場
　
市
民
ホ
ー
ル

入
場
料
　
５
０
０
円（
小
学
生
以
下
は
無
料
）

問
合
先
　
入
谷

　（
蕁
０
９
０
・
３
７
８
９
・
５
９
４
６
）

第
２
回
園
芸
講
習
会

　
　
「
低
花
木
・
雑
木
の
剪
定
実
習
」

日
時
　
６
月
20
日
豸

　
　
　
①
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
②
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場
　
番
の
州
公
園
管
理
事
務
所

参
加
料
　
無
料

内
容
　
ツ
ツ
ジ
、
オ
リ
ー
ブ
、
サ
ザ
ン

　
カ
等
の
花
木
類
や
雑
木
の
剪
定
に
つ

　
い
て
の
実
習
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
緑
化

　
相
談

定
員
　
各
組
20
人

申
込
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

　
番
号
、①
②
い
ず
れ
か
希
望
す
る
時
間

　
帯
を
明
記
の
上
、
郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
で
左
記
ま
で
。

申
込
締
切
　
６
月
12
日
貍

問
合
先
　
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

　（
蕁
45
・
６
８
２
０
、薨
43
・
５
２
１
３
）

　
〒
７
６
２-

０
０
６
３

　
　
坂
出
市
番
の
州
公
園
５
番
地

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
夏
期
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

期
間
　
７
月
２
日
貊
〜
８
月
31
日
貂

　
　
　※

１
カ
月
間
だ
け
で
も
可

勤
務
時
間

　
①
午
前
９
時
40
分
〜
午
後
６
時
15
分

　
②
午
前
11
時
45
分
〜
午
後
８
時
20
分

　※

①
、②
の
日
替
わ
り
勤
務

休
日
　 

毎
週
木
曜
日

対
象
　
18
歳
以
上
の
か
た（
高
校
生
不
可
）

定
員
　
２
人

日
給
　
６，
４
０
０
円

申
込
　
６
月
１
日
貂
〜
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
坂
出（
蕁
46
・
５
５
４
５
）ま
で
。

問
合
先
　
角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
　  

　（
蕁
49
・
４
７
７
０
）

日
時
　
第
33
回  

６
月
27
日
豸

　
　
　
第
34
回  

７
月
11
日
豸

　
　
　
午
前
９
時
45
分
〜

会
場
　
市
カ
ヌ
ー
研
修
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
１
人
　
１，
０
０
０
円

申
込
期
間
　

　
第
33
回
６
月
１
日
貂
〜
20
日
豸

　
第
34
回
６
月
22
日
貂
〜
７
月
４
日
豸

問
合
先
　
市
カ
ヌ
ー
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
蕁
48
・
１
８
８
５
）

源
氏
物
語
講
座

日
時
　
６
月
６
日
豸 

午
前
10
時
〜
�

会
場
　
大
橋
記
念
図
書
館

講
師
　
香
川
大
学
名
誉
教
授
　
佐
藤 

恒
雄 

氏

坂
出
囲
碁
研
修
会
　
は
じ
め
て
の
か
た
歓
迎

日
時
　
６
月
13
日
豸 

午
前
９
時
〜

会
場
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

人
権
学
習
講
座

日
時
　
６
月
17
日
貅

　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
演
　「
坂
本
龍
馬
と
女
性
た
ち
」

　
　
　
　
歴
史
研
究
家
　
上
原
　
敏 

氏

問
合
先
　
市
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
　（
蕁
44
・
５
０
２
６
）

第
52
回
坂
出
市
吟
詠
剣
詩
舞
道
大
会

日
時
　
６
月
27
日
豸 

午
前
10
時
〜

会
場
　 

市
民
ホ
ー
ル

問
合
先
　
山
条（
蕁
46
・
９
５
８
８
）

菊
花
講
習
会
（
菊
作
り
全
般
）

日
時
　
６
月
５
日
貍

　
　
　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

会
場
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料
　
３
０
０
円 

　※
大
菊
苗
５
本
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
　
不
要

問
合
先
　
坂
出
菊
花
同
好
会
　
福
家

　
　
　
　
　
　
　
　（
蕁
46
・
８
５
９
３
）

第
33
回
・
第
34
回

　
　  

坂
出
親
子
・
一
般
カ
ヌ
ー
教
室

ス

ポ

ー

ツ

催

　

し

666
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
講
座
受
講
生
募
集

日
時
　
６
月
19
日
貍
〜 

毎
週
土
曜
日

　
　
　
全
５
回
　
午
前
９
時
〜
11
時

会
場
　
市
民
武
道
場

対
象
　
市
内
の
小
学
校
に
通
学
し
て
い

　
る
児
童

定
員
　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
市
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　（
蕁
44
・
５
０
２
６
）

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
７
月
５
日
豺
〜
平
成
23
年
３
月

　
末
ま
で
　
毎
週
月
曜
日

　
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
　
市
民
武
道
場

申
込
　
直
接
会
場
に
て
　

参
加
料
　
無
料

問
合
先
　
市
体
育
課（
蕁
44
・
５
０
２
５
）

募

　

集

第
53
回
　
坂
出
市
長
杯
卓
球
大
会

日
時
　
６
月
20
日
豸 

午
前
９
時
〜

会
場
　
市
立
体
育
館

申
込
締
切
　
６
月
５
日
貍
必
着

申
込
・
問
合
先
　
坂
出
市
卓
球
連
盟
事

　
務
局
　
旅
田

　（
蕁
０
９
０
・
４
３
３
９
・
４
４
０
３
）

せ
ん
て
い



第
31
回  

青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

参
加
者
募
集

期
間
　
８
月
４
日
貉
〜
８
日
豸

会
場
　
本
栖
湖
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

　
タ
ー（
山
梨
県
）

対
象
　
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

内
容
　
富
士
登
山
、
ア
ン
ダ
ー
ス
タ
ー
ス

　
リ
ー
ピ
ン
グ
等

説
明
会
　
６
月
27
日
豸 

午
後
３
時
30
分
〜

　
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
市
）

　
に
て
。

申
込
締
切
　
７
月
７
日
貉

申
込
・
問
合
先
　

　
譛
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　（
蕁
０
３
・
６
４
５
９
・
４
６
６
１
）

交
通
遺
児
育
成
会
基
金
事
業

  

加
入
年
齢（
上
限
）の
変
更
に
つ
い
て

　
交
通
遺
児
育
成
基
金
と
は
、
自
動
車
事

故
で
亡
く
な
ら
れ
た
か
た
の
子
ど
も
の

生
活
基
盤
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
設
立
さ
れ
た
基
金
で
、
拠
出
金
を
払
い

込
み
基
金
に
加
入
す
る
と
、
満
19
歳
に
達

す
る
ま
で
育
成
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
、
新
規
加
入
年
齢

の
上
限
が
、
満
13
歳
未
満
か
ら
満
16
歳
未

満
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

問
合
先
　
譛
交
通
遺
児
育
成
基
金
事
務
局

　
　（
蕁
０
３
・
５
２
１
２
・
４
５
１
１
）

外
国
人
の
不
法
滞
在
・

不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
事
業
主
の
か
た
は
、
外
国
人
の
雇
用
に

あ
た
っ
て
、
必
ず
パ
ス
ポ
ー
ト
・
外
国
人

登
録
証
明
書
等
を
見
て
、「
在
留
資
格
」・

「
在
留
期
限
」を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
坂
出
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
　（
蕁
46
・
０
１
１
０
）

雇
用
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

漓
短
時
間
就
労
者
、
派
遣
労
働
者
の
か
た

　
の
雇
用
保
険
の
適
用
範
囲
の
拡
大

（
改
正
前
）６
カ
月
以
上
の
雇
用
見
込
み
、

　
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上

　
　
　
　
　
　
←

（
改
正
後
）31
日
以
上
の
雇
用
見
込
み
、

　
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上

滷
雇
用
保
険
に
未
加
入
と
さ
れ
た
か
た

　
の
遡
及
適
用
期
間
の
改
善

対
象
　
事
業
主
が
雇
用
保
険
へ
の
加
入

　
届
出
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
、
未
加
入

　
で
あ
っ
た
か
た

（
改
正
前
）遡
及
適
用
に
２
年
の
制
限
あ
り

　
　
　
　
　
　
←

（
改
正
後
）２
年
を
超
え
た
遡
及
適
用
可
能

※

雇
用
保
険
料
の
控
除
が
書
類
等
で
確

　
認
で
き
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

※

平
成
22
年
３
月
31
日
か
ら
９
カ
月
以

　
内
に
施
行
予
定
。

そ

の

他

土
器
川
の
刈
り
草
無
料
提
供

対
象
　
農
家
、
畜
産
農
家
、
酪
農
家
等

提
供
形
態
　
ロ
ー
ル
お
よ
び
梱
包

　
　
　
　
　
（
約
25
㎏
）

提
供
場
所
　
土
器
川
沿
川
全
域

提
供
数
　
全
体
で
５
０
０
個

申
込
　
申
込
書
を
左
記
ま
で
。

※

現
地
ま
で
引
き
取
り
に
こ
れ
る
か
た
、

　
全
量
を
適
正
に
利
用
で
き
る
か
た
に

　
限
り
ま
す
。

問
合
先
　
香
川
河
川
国
道
事
務
所

　
土
器
川
出
張
所（
蕁
22
・
８
３
１
８
）

〜
堆
肥
・
飼
料
・
敷
わ
ら
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
〜

た
い
ひ

澆
雇
用
保
険
料
率
の
変
更

　
一
般
の
事
業
の
場
合

　
　
平
成
21
年
度
　
1.1
％

　
　
　
　
　
　
←

　
　
平
成
22
年
度
　
1.55
％

　潺
育
児
休
業
給
付
制
度
の
改
正

（
改
正
前
）

　
育
児
休
業
基
本
給
付
金

　
　
　
　（
育
児
休
暇
中
、給
付
率
30
％
）

　
育
児
休
業
者
職
場
復
帰
給
付
金

　
　
　
　（
職
場
復
帰
後
、給
付
率
20
％
）

　
　
　
　
　
　
←

（
改
正
後
）

　
統
合
し
て
、
育
児
休
業
給
付
金
と
し
て

育
児
休
業
中
に
全
額
支
給
し
ま
す
。

問
合
先
　
香
川
労
働
局

　
　（
蕁
０
８
７
・
８
１
１
・
８
９
２
２
）

　   

ま
た
は
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

テ
レ
ビ
広
報
番
組
の
お
知
ら
せ

●
坂
出
市
政
だ
よ
り

日
時
　
６
月
27
日
豸

　
　
　
午
前
７
時
45
分
〜
８
時

放
送
局
　
西
日
本
放
送（
Ｒ
Ｎ
Ｃ
）



4月1日～30日

6
月
の
水
道
当
番
店

小林水道
46-5977
中山住設
46-4427
山田管工業
46-1894
小林水道
46-5977
中山住設
46-4427
山田管工業
46-1894

高倉工業所
46-3057
山田水道
46-3794
多田羅水道
46-3053
藤沢住設
46-2192
ナニワヤ
46-5656

中川設備機器
46-2901

森崎工業
46-1371
中條電機水道
46-4261
旭電機水道
46-2898
松岡水道
46-4602

大信総業
46-1372
光産業
46-5096
十河電機水道
47-0328
ナカトミ
47-0729

十河電機水道
47-0328
ナカトミ
47-0729

綾川水道
48-0538

キ
ト
ロ
工
業
所
4
2-

0
1
2
6

山
田
管
工
業
　
4
6-

1
8
9
4

藤堂設備
48-2860
昇栄水道
48-0358
高橋産業
46-4984

昇栄水道
48-0358
高橋産業
46-4984

鈴木設備商会
46-2021
長尾環境設備
46-3863

今西中通収蔵品展

第16回積翆会書作展
6月2日貉～8日貂  最終日は16:00まで

日 曜 行　　事　　名
6 日 歯っぴいフェスタ

18 金 社会保険委員研修会

11 金

27 日 第52回 坂出市吟詠剣詩舞道大会

休館日　7日豺、14日豺、21日豺、28日豺、30日貉

5日（土）
8日（火）
9日（水）
12日（土）
19日（土）
26日（土）
27日（日）
〃　  

毎週 火・土

14：00～
10：30～
11：00～
14：00～
11：00～
19：30～
10：00～
14：00～
9：00～

映画の会
ゆりかごおはなし会
わらべうたであそぼう
紙芝居の会
紙芝居の会
天体観察会（部分月食）
図書館まつり
坂出こども茶道教室
ぱそこん寺子屋

1日（火） 13：30～ブックスタート
（場所：地域保健センター）

「竹伸会」のみなさんの竹細工

府　　中
松　　山
島しょ部
坂 出 小
加　　茂
瀬　　居
林　　田
川　　津
王　　越
府　　中
金山・江尻
東　　部
附　　属
西　　庄

1日
8日
15日
22日
2日
9日
16日
3日
10日
17日
24日
4日
11日
18日

火

木

金

水

新
・
雨
月

  

戊
辰
戦
役
朧
夜
話  
上
・
下

船
戸
　
与
一 
著

精
神
の
哲
学
・
肉
体
の
哲
学

木
田
　
元 

著

ベ
イ
ツ
教
授
の
受
難

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ッ
ジ 

著

・
納
期
限
は
、
６
月
30
日
貉
で
す
。

・
市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

・
お
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
で
。

会 期
入館料
主 催

6月5日貍～20日豸 月曜休館
無料
市教育委員会、市民美術館

　現在、市民美術館が収蔵している作品のうち、没
後20年にして洋画壇から異端の画家として評価の高
まった今西中通が描いた静物画と、市内や県下の風
景画作品約35点を昨年度に引き続いて展示します。

平成22年度 労働保険年度更新および
算定基礎届合同説明会

市の施設情報

今
月
の
納
税

今
月
の
納
税

今
月
の
納
税

市県民税・・・1期



横
津
町

府
中
町

川
津
町

府
中
町

林
田
町

府
中
町

西
庄
町

府
中
町

府
中
町

府
中
町

近
藤
　
木
蓮

香
川
　
　
大

川
北
　
祥
子

中
川
喜
恵
子

新
居
　
弘
美

香
川
　
保
子

原
村
ゆ
き
子

笹
尾
よ
し
み

香
川
　
　
遊

河
合
美
絵
子

木
枯
ら
し
去
っ
て
山
の
万
葉
喋
り
出
す

晴
れ
晴
れ
と
い
い
日
旅
立
ち
サ
ク
ラ
サ
ク

風
が
合
う
一
期
一
会
の
旅
楽
し

猫
車
引
い
た
昔
が
な
つ
か
し
い

洗
う
た
び
味
わ
い
深
く
藍
の
青

片
目
閉
じ
良
い
事
だ
け
を
見
て
暮
す

虎
の
巻
き
に
頭
脳
を
借
り
た
美
辞
麗
句

ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
の
綾
が
後
を
引
く

諍
い
の
朝
も
女
は
米
を
研
ぐ

控
え
目
に
紅
引
い
て
い
く
初
デ
ー
ト
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昭和の日の飯野山登山

　大型連休初日、明け方までの
雨も上がり、風は少し強いけれ
ど爽やかな青空が広がりまし
た。私にとって１年ぶり４度目
の飯野山登山です。丸亀側登山
口から登り始めて、山腹をぐるりと一周して約45分で山
頂（標高422m）に到着しました。このルートは勾配が緩や
かで道幅も広く、木々の間からほぼ全方位の景色が楽し
めます。
　木々の下を歩くと、樹木から発散される“フィトンチッ
ド”という香り成分が、人の血圧と脳血流量を低下させ、
心を落ち着かせてくれます。また、目にやさしい癒しの緑
色、風にゆれる葉のそよぎや鳥のさえずりなど森の音、木
の手触り、爽やかな空気など、里山の総合的な要素が人の
気持ちをリラックスさせてくれるのです。
　ヨーロッパの古いことわざに「２本の足は２人の医者」
というのがあります。山を登るにはもちろん足の筋肉を
使いますが、その他に背、腹、腰、胸、腕などほとんど全身
の筋肉を使います。山頂に到着したときの脈拍数を測っ
てみると１分間あたり100ちょっと、安静時の脈拍の1.5倍
くらいで、体力作りの運動効果としても無理なくちょう
ど良いところです。
　下山してからあらためて山頂を見上げてみると、あそ
こまで登って来たのだという体力的精神的自信が持てま
す。などと偉そうに言うと、毎日登られている方々から笑
われそうですが…。

職業相談（40 歳未満対象）第3 貉（要予約）
10：00～16：00

勤労福祉センター
（☎46・2463）

育児相談 毎週 豺～貊
9：00～17：00

（☎46・8747）

子育て支援センター
みどり保育園内

（☎44・3930）

金花保育園内

教育相談 毎週 豺～貊
8：30～17：00

少年育成センター
（☎46・2777）

※高齢者職業相談は3月末をもって終了しました。

交通事故相談 毎週 貂・貅・貍
8：30～17：00 中央公民館相談室

（☎46・5511）
交通事故相談（弁護士相談日）第2・4 貍（要予約）

9：00～12：00

社会福祉協議会
（☎45・1133）

法律相談（弁護士相談日）
※事前に福祉総合一般相談を受けてください

第3 貅
13：00～16：00

福祉総合一般相談 毎週 豺～貊
9：30～15：00

社会保険労務士相談 毎週 貉
9：30～12：00

木造住宅耐震相談 毎週 豺～貊
8：30～17：00

市建設課
（☎44・5011）

身体障がい者
生活支援相談

毎週 豺～貍
8：30～17：30

障害者生活支援センター・ピア
瀬戸療護園内

（☎56・3070）

障がい・療育相談

市社会福祉課
（☎44・5007）

視覚障がい者対象支援相談 第2 貂
9：30～11：30

第4 貂
13：30～16：30

第2 貂
9：30～11：30

アルコール相談 第1 貂
14：00～15：30

家庭児童・女性相談 毎週 豺～貊
8：30～17：00

行政相談 16日 貉
10：00～15：00

市総務課
（☎44・5002）

男女共同参画相談 17日 貅
13：30～16：00

市企画課
（☎44・5001）

人権相談 1日 貂
10：00～15：00

勤労福祉センター
（☎46・2463）

定例農業相談 10日 貅
9：00～11：00

市農業委員会
（☎44・5013）

税務相談

ＩＴ相談（要予約）

労務相談

金融相談

商工業者法律相談

経営相談（要事前申込）

16日 貉
13：00～16：00

10：00～16：00

13：00～15：00

10：00～15：00

13：00～16：00

13：00～16：00

商工会議所
（☎46・2701）

川 柳

相談あれこれ



　高屋町の三野家に、江戸時代の末期から伝わる
陶製の火鉢です。乳白色のものが口径30㎝、飴色
のものが口径17.5㎝と小ぶりなものですが、それ
ぞれ荒波と唐草の模様が、素朴ながらも力強く施
されています。
　「嘉永六癸丑冬月白峯山下以土作之松山生」や
「綾松軒」という刻銘があり、場所や職人の詳細
については不明ですが、江戸時代末期の松山地区
に、地元の土を使った窯元が存在していたことを
物語っています。

問合先　市社会教育課（☎44・5026）

14

死亡  65人
（3）

世帯数
21,867世帯（23）

火災
2件

救急
281件

（
4
月
）

交通事故  55件
（死者0人）

転出  293人
（-65）

出生  32人
（-5）

転入  299人
（-16）

人口 55,786人（-27）

女 29,281人（  2）
男 26,505人（-29）

5月1日現在

市 制 施 行
市 の 面 積
市 の 木
市の花木・草花

昭和17年（1942）
92.46㎢
珊瑚樹
桜・コスモス

（　）は前月比

平成20年12月～平成21年2月生まれのお子さん
お子さんの名前、住所、生年月日、保護者の氏名、連絡先、メッセージ（24字以内）を明記の上、下記まで。
〒762-8601　坂出市室町二丁目3番5号

対　象
申　込
問合先

市秘書課広報広聴係（☎44・5000） （応募者多数の場合は抽選）応募締切 6月9日（水）必着

　　　　幼 5歳児
　　 美音ちゃん

お
は
な
が
い
っ
ぱ
い
さ
い
た
よ

み   お

　　小 6年
　　 侑大さん

ゆうた

　　小 6年
　　 美玖さん

み   く

　　中 2年

てつろう

　　　保 5歳児
　　 司ちゃん

つかさ
いもむしバス

な い と

い
つ
も
笑
顔
の
か
わ
い
い
な
い
と
蟋

　
　
　
　
　
　
　
　
大
き
く
な
ぁ
れ
！

　　 那偉人ちゃん （久米町一）
ともや

リ
ン
ゴ
ほ
っ
ぺ
の
と
も
ち
ゃ
ん
は

　
　
　
　
　
　
わ
が
家
の
宝
物
で
す
蟋

　　 友哉ちゃん （林田町）
み さ

か
、
か
わ
い
す
ぎ
る
邇

　　 心咲ちゃん （川津町）
う た

お
姉
ち
ゃ
ん
お
兄
ち
ゃ
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
遊
ぶ
の
大
好
き
！

　　 羽汰ちゃん （久米町二）

こ
の
広
報
誌
は
、
資
源
保
護
の
た
め
に

再
生
紙
を
使
用
し
、
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　　　 哲朗さん

松 山 焼（高屋町）（市指定文化財）
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